武家の妖怪退治譚　――中近世における土蜘蛛退治説話の変容―― by 本多 康子
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独立した物語として発展した背景には、中近世にかけて軍記物語の古典化と周辺説話の再編成がなされたことが密接に関連する。とりわけそれら 最たる受容者であった「武家の棟梁」将軍家周辺による「語り」 管理と継承が及ぼした影響について着目し、 「武家による妖怪退治譚」 仮託された政治性を読み解きたい。
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イメージを骨子とし、 『白氏文集』や『和漢朗詠集』 どの漢籍を典拠とした詞書によるレトリカルな肉付けを経て、さらに地獄絵から着想を得た様々な異形の姿で描かれ 。様々な妖怪変化の「顔」を持つ土蜘蛛は、中世 多種多様
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相の困難や障害の象徴たる土蜘蛛を退治できるのは、頼光
四天王の中でも選ばれた源氏の二人のみであり、妖怪退治

















































































































































を会得する前日譚、下巻は「剣巻」と同様、頼光と四天王たちによ 土蜘蛛退治譚 なっている。特に上巻 他の土蜘蛛退治譚に類を見ず慶應本のみに所収された内容である
。頼光が伊勢大神宮に参籠した折に、託宣によりかつて坂
上田村麻呂が奥州征伐に用いた秘蔵の太刀「高丸」を賜ったこと、また別の日には夢告にて 楚国の弓 名手とし
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くもといふものあり
 
そのかたち、かしらにつのおひ、かみの色火のことし、まなこ大にして、ひかり有、かゝみのおもてに、朱をさしたることくなり、四 きは、く ち ふて、のこきりのことし、六の手、ふたのあしありて、はなたかたかし
 
ちから、つよ して い とはし 山をくつし、木をぬく、身より、白きいとを くり出 人を ては、打かけ引よせ、けたものを、まきころして 食として、人をなやまし、王命に したかはす
 
天皇、すなはち 物 ゝへの みちおんのみこ を、軍将として、兵をつかはして、せめ給に
 
土蜘、さらに、ことゝもせす、天に けり、木すゑ つたひ 地 く 水を る ちかくよるものをは、つふてにうち とをくよる をは 糸をなげて、しはりから なけ ろされ ひきさかれて
 




こしらへ、つちくも すむ あ をふさき、たきゝをつみて やき ろ 給 けり
 








るものこ が日本 尊にはじまる将軍 由来と系譜である、と続ける。
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がれる。頼光の代になると「様々の不思議」が起こり、渡辺綱による鬼女退治と頼光四天王による土蜘蛛退治を経て二振りの宝剣はそれぞれ 鬼切」と「蜘蛛切」に改名する。この土蜘蛛 譚は東博本の内容と大分異なっている。ある夏、瘧病を長く患った頼光のもとに、丈七尺ばかり 巨大な法師姿の化け物が現れ、頼光に襲いかかるが、 「膝丸」でそれを斬りつけ事なきを得た。後日、四天王たちがその血痕を辿 、北野山中の「なる塚穴」を見つけ、潜んでいた「山蜘」を引きずり出して退治す 。これ より「膝丸」は名 改め「蜘蛛切」となった。 「剣巻」諸本には、源氏に代々継承される宝剣 関 説話が所収されており、そのなかでも土蜘蛛退治譚は若干の相違はあるもの ほぼ同様の内容が見ら 。
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図 1 第 7 段 美女の化身と頼光 図 2 第 9段 棟倉から土蜘蛛を引
きずり出す頼光・綱主従 
図 3 第 10 段 土蜘蛛と頼光・綱
主従の応戦 
図 5 「土蜘蛛 下」（慶應義塾図書館
所蔵 江戸時代前期） 
第 8 図 頼光を襲撃する土蜘蛛
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 「土蜘」（国立歴史民俗博物館所蔵 寛政 11 年（1799）） 
図 6 頼光に遅いかかる僧形の妖怪（土蜘蛛） 図 7 四天王と藤原保昌らに捕らわれる 
土蜘蛛 
 
図 8 「武家繁昌 下」土蜘蛛 
（赤木文庫旧蔵） 
図 9 「武家はんしやう 下」土蜘蛛 
（学習院大学所蔵） 
